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　なごビオ（なごや生物多様性保全活動協議会）は、なごやに生息する生物及びその環境の継続的な調査を
行い、生物多様性の現状を把握するとともに、外来生物の防除など身近な自然の保全を実践することを目的
として、平成23年５月15日に設立されました。令和８年３月末現在、72の会員（団体会員42、個人会員
29および名古屋市）により構成されています。
　なごビオでは、その活動の一環として、１年に１回、なごや生きもの一斉調査を実施しています。
　令和７年度はカエルを対象として一斉調査を行いました。調査する意義は次の３つです。

(1)　市内全域でのカエルの調査は初めてです。生息状況調査が不十分のため情報不足となっていたカエル
類について、市内に生息するカエルの分布状況が把握できるとともに、カエルが生活できる水田をはじめ水
辺環境が都市化により減少しているなど、環境の変化を見るのにカエルの調査は適しています。
(2)　特定外来生物に指定されており大型で捕食性の強いウシガエルは、生態系への悪影響が懸念されます。
ウシガエルなどの外来生物が引き起こす環境問題について考える機会となります。
(3)　自宅周辺や身近な場所でカエルの生息状況を調べることで、身のまわりの自然環境に興味をもってもら
う機会を提供します。また、様々な環境に多様な生きものが生息していることを知っていただき、生物多様
性について学ぶきっかけを提供します。

１－１　目的

　今回の一斉調査の実施体制は以下のとおりです。また、名古屋市東山動物園の藤谷武史氏に監修をお
願いしました。

【　主　　催　】 なごビオ（事務局：名古屋市環境局なごや生物多様性センター内）
【　監　　修　】 藤谷武史（名古屋市東山動物園）

１－２　実施体制

　今回の一斉調査では、なごビオの両生類部会、両生類の専門家、データベースの専門家で構成するワー
キンググループを設置し、調査場所の選定や調査方法の検討を行うとともに、調査結果をまとめ報告書を
作成しました。

【構成メンバー】 藤谷　武史 （両生類部会部会長/名古屋市東山動物園/尾張サンショウウオ研究会）
橋本　啓史 （生物情報モニタリングデータベース部会部会長/名城大学准教授）
市岡　幸雄 （両生類部会/尾張サンショウウオ研究会）
水谷　康一 （両生類部会/尾張サンショウウオ研究会）
渡辺　滋子 （両生類部会/尾張サンショウウオ研究会）
春日　凜瞳 （名城大学野生動物生態研究会）
事　務　局 （名古屋市環境局なごや生物多様性センター）

【ワーキンググループ会議の実施状況】
令和6年11月22日、12月18日、令和7年１月15日、2月19日、3月13日、4月11日、6月25日、
8月28日、11月19日　の全９回

１－３　ワーキンググループ

１．概要

ヌマガエル
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(4)　調査方法
　調査の流れは①～④のとおりです。

① 参加者は「調査の手引き」に基づいて、調査期間中に、名古屋市内でカエルの鳴き声を録音したり、
写真を撮影する。

②  Googleフォーム「カエルの記録」に入力して事務局に報告する。
・観察年月日　　・観察時刻　　　　　　　  ・観察場所（緯度経度）
・観察した環境（主要な環境、近くの環境）　　・観察したカエルの種類
・観察状況（自由記述）　・写真や音声のファイルを添付

③ 報告された写真や音声データをワーキンググループ内で解析する。
④ 観察場所の緯度経度を3次メッシュマップ上に生息分布として反映する。

（注）  今回の調査では調査対象期間に鳴き声を録音してもらい、その鳴き声から種同定して分布調査を行
いました。鳴き声の判別で難しい場合は複数人で確認するようにし、明らかにカエルの鳴き声でない場
合は調査結果から除きました。鳴き声以外にカエルの生体写真からも生息分布に反映させました。

(5)　追加調査
　これまでカエルの存在を確認していたにも関わらず、参加者から報告がない地点や水分分布図と航空
写真を組み合わせ、カエルがいそうな143地点をピックアップし、追加で調査しました。
　調査期間は7月1日（火）～７月31日（木）で、ワーキンググループと名城大学野生動物生態研究会で行
いました。

２－１　調査日時
【日程】 2025年５月１日（木）～６月30日（月）

(1)　事前準備
　参加者は一般公募で募りました。これまでの一斉調査とは異なり、生体を採集せず、鳴き声を録音した
り、写真を撮影して送信してもらう方法で行いました。参加者には、調査前に、「調査の手引き」、「なごや
のカエル図鑑」、「カエル一斉調査　記録送信方法」をお送りし、よく読んで調査を実施してもらいました。

(2)　カエル学習会
　なごビオ会員を対象になごやのカエルの状況や
生態についての学習会を４月14日（月）に実施しま
した。学習会ではカエルの生態やなごやのカエルの
現状について学びました。
　参加者数は23人でした。

(3)　 カエル観察会
　参加者を対象に身近な自然や生きものに関心を
もってもらうため、なごビオ会員の協力を得て、緑
地や水田でカエル観察会を9回開催しました。
　一般の参加者  52人、 なごビオ会員  31人、  スタッフ  13人　　計96人

　　【協力団体】　相生山緑地自然観察会、なごや東山森づくりの会、花水緑の会、
　　　　　　　　名東自然倶楽部、 両生類部会員　鵜飼普

２－4　一斉調査の流れ

　調査への登録者は313人で、調査結果を投稿いただいた方は126人でした。

２－３　参加者数

２－２　調査地点
　名古屋市内483地点　
　内訳は、一般参加者による調査が340地点、ワーキンググループと学生による調査が143地点でした。うち
カエルが確認できた地点は303地点でした。

カエル学習会の様子

相生山緑地（天白区） 市民水田（港区）

2．実施内容

ヒガシニホンアマガエル
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調査でカエルの報告があった

調査されていない

調査でカエルが
報告されなかった

図３  投稿数

図１　調査地点分布図
（数字は調査回数）

図２　カエルの報告の有無

３－１　概要
　調査参加登録者は313人で、このうち実際に調査結果を投稿いただいた方は126人でした。投稿いた
だいた調査地点は340地点で、うちカエルの鳴き声ないしは生体の写真があった場所は269地点でした。
追加調査として、8人で143地点を調査した結果、カエルが確認できた地点は34地点でした。以上の合
計で483地点（図1）を調査し、このうちの303地点でカエルが確認されました（図2）。
　調査で確認された種類は10種類で、アズマヒキガエル、ヒガシニホンアマガエル、ヌマガエル、タゴガ
エル、ニホンアカガエル、トノサマガエル、ナゴヤダルマガエル、ツチガエル、ウシガエル、シュレーゲルア
オガエルでした（図3）。名古屋市内ではこれら以外にモリアオガエルが確認されていますが、今回の調査
では確認されませんでした。モリアオガエルは国内移入種で自然分布ではないため、近年は確認されなく
なった可能性が考えられます。今回の調査は、市内で観察されるカエル類をほぼ網羅した結果でした。
　アズマヒキガエルやニホンアカガエルについては、調査期間中が非繁殖期であったため、音声では確認
できず、写真での確認のみでした。

3．調査結果
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本調査（５月～６月）

追加調査(７月)

本調査・追加調査

調査されていない
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確認場所

本調査（５月～６月）
追加調査(７月)
本調査・追加調査

３－２　各カエルの結果

　早春に繁殖するため、今回の調査期間では鳴き声の投稿はありませんでした。写真の投稿によって、守山
区の一か所のみから報告されました。調査終了後、参加者からいただいた情報をもとに、緑区で成体を確認
しました。市内では他に数区で生息が確認されていますが、近年急激に生息数が減少傾向にあり、今回の調
査結果も、それを裏付ける結果となりました。本種は名古屋市版レッドリスト2025に初めて絶滅危惧Ⅱ類に
ランクインし、2020年版では絶滅危惧ⅠAにランクアップされています。

アズマヒキガエル （名古屋市版レッドリスト2025  絶滅危惧ⅠA類）a

　ニホンアマガエルから独立して2025年2月に新種記載されました（Shimada et al.,2025）。西日本に生息
するニホンアマガエルとの境界線は、福井県西部から京都府、大阪府、和歌山県北部から奈良県南部、三重
県南部にあり、境界線あたりで交雑が確認されています。
　市内では生息調査が不十分であったため、名古屋市版レッドリスト2025で情報不足とされていました。
しかし、今回の調査では、鳴き声の投稿件数が最も多く、昭和区以外の全ての区で生息が確認され、本種の
市内における生息状況の把握が大きく進みました。繁殖期は春から夏と長く、鳴き声も非常に特徴的で聞き
取りやすく、非繁殖期にも単発的に鳴くことがあるため、最も鳴き声に親しみのあるカエル類と思われます。
　瑞穂区のプール内で繁殖が確認されました。繁殖が数年前から確認されており、この場所では本種の遷
移力の高さがうかがえます。一方で人為的移入が起こりやすい種でもあることから、十分に注意をする必要
があると思われます。

ヒガシニホンアマガエル （名古屋市版レッドリスト2025  情報不足）b

報告地点の周辺環境

確認場所

※円グラフは報告地点の環境を、
棒グラフは報告地点の環境別に
報告地点周辺あった環境(複数
回答可)を示す。

報告地点の周辺環境

※円グラフは報告地点の環境を、
棒グラフは報告地点の環境別に
報告地点周辺あった環境(複数
回答可)を示す。

（ワーキンググループ撮影、調査期間外、2024年、岐阜県御嵩町）

（参加者の方が撮影）
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